
「生命（いのち）の安全教育」実践事例 
             

活動名 Sei 通信 

学校名 海老名市立有馬小学校 

学年 全学年対象 人数 ２８１人 

日時 2023 年 4 月〜2024 年３月の１年間 

取扱いの分類 啓発資料（Sei 通信）の掲示 

講師 養護教諭 

学習のねらい 
生命・性別・成長・清潔に関わることについて学び、自他の心身の成長に目を向け、日常生
活に必要な行動を身に着けることができる。 

内容 
（導入） 
前年度のうちに健康安全グループで Sei 通信について提案し、承諾を得た。 
 
（展開）  
１か月に１回、児童や教職員が使うトイレの個室や小便器の前に Sei 通信を掲示した。 
４月︓トイレの使い方 
５月︓肌着を着て気持ち良く︕（肌着の効果、成長に合った下着の選び方） 
６月︓プライベートゾーン 
７月︓ＳＮＳ犯罪に気を付けて︕（誘拐・性被害・自画撮り被害の防止） 
８・９月︓困った時は誰に話す︖（性被害・虐待被害に遭った時の相談先） 
１０月︓せいってなんだろう︖（性別は見た目では判断ができないということ） 
１１月︓４つのせいってなあに︖（体・心・表現・好きになる性の４つの性について） 
１２月︓大発見︕男の子（女の子）の体（自分の体の特徴や変化、清潔について） 
１月︓大発見︕女の子（男の子）の体（異なる性の人の体の特長や変化について） 
２月︓性的同意ってなあに︖ 
３月︓いのちの誕生と成長（胎児の成長、体や心の成長） 
 
（まとめ） 
３月時点で全教職員にアンケートを取り、次年度も継続して掲示することになった。 
 
 
 



成果 
（児童・生徒、教職

員の感想等） 

トイレの個室内に掲示するため、児童の直接的な反応は見られないものの、清掃中に読ん
でいる様子をみたり、保健室で Sei 通信に掲載した内容について詳しく聞きに来る児童もい
たことから、児童が興味を持って Sei 通信を読んでいることが分かった。また、教職員からは
「話しにくい内容なので、自然に目に入る形で分かってよい」「児童にとって必要な内容が分か
りやすく網羅されていた」など好評の声があがった。 
 

課題 印刷・ラミネート・貼り替えの作業があるため月に１回しか発行できず、用を足す短時間で読
める内容にしたことから、踏み込んだ内容の記載が難しかった。また、Sei 通信の掲示だけにと
どまらず、タイアップしてより具体的なこと（実際の下着を見せたり、性被害に遭いそうになった
時に助けを呼ぶ手段を考えさせるなど）について伝えられたら良かったと思う。 
 

学校全体での 
取組や工夫 

（予定も可） 

体の成長について掲示した月には、「児童が面白がっている様子があれば、『Sei 通信をよく
読んでいるね︕』『とても大切なことだよね』などとポジティブな声掛けをしてください」と打合せで
伝え、性について下品なイメージではなく大切なことなのだと児童に伝わるようにした。 
プライベートゾーンを見る・触るなどの行為があった時には、指導の参考にしてもらった。 
 

 

参考①清掃中の児童が Sei 通信を読む様子〜 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



〜参考②掲示した Sei 通信の一例〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


